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2026年度　予算の概要
1 　正味財産増減予算　　　　　　　　　　 （単位：千円）
Ａ　経常収益 665, 637
Ｂ　経常費用 724, 511
Ｃ　当期経常増減額（Ａ－Ｂ） △ 58, 874
Ｄ　経常外収益 0
Ｅ　経常外費用 11, 217
Ｆ　当期経常外増減額（D-E） △ 11, 217
Ｇ　当期一般正味財産増減額（C+F) △ 70, 091
Ｈ　一般正味財産への振替額（減価償却費相当） △ 5, 373
I　正味財産期末残高（G+H） △ 75, 464

2026年度予算においては、事業計画に基づき、看護の質向上に向けた取組み、看護職の確保定着推進及
び道民の健康福祉の増進に資するための経費並びに本会会館等の維持管理に必要な経費を計上しました。

予算額は、経常収益665, 637, 000円に対して経常費用724, 511, 000円であり、当期経常増減額（収支差額）
は△58, 874, 000円となります。さらに庭園樹木等処分による固定資産除却損の経常外費用11, 217, 000円を
減額すると、当期一般正味財産増減額は△70, 091, 000円となります。この額に公益法人会計基準に基づき、
指定正味財産として計上する寄付金相当の固定資産に係る減価償却費の一般正味財産への振替額 △
5, 373, 000円を加えますと、正味財産期末残高は、△75, 464, 000円となります。

⑴　経常収益� （単位：千円）
内　　訳 当年度予算額 構成比 前年度予算額 増　　減

特 定 資 産 受 取 利 息 3, 572 0. 5% 50 3, 522
受 取 会 費 460, 000 69. 1% 489, 900 △ 29, 900
受 講 料 等 収 益 64, 831 9. 7% 99, 168 △ 34, 337
会 館 利 用 料 収 益 2, 392 0. 4% 72 2, 320
日 看 協 助 成 金 17, 545 2. 6% 16, 700 845
受 託 事 業 収 益 107, 509 16. 2% 103, 092 4, 417
そ の 他 9, 788 1. 5% 8, 648 1, 140

収 益 合 計 665, 637 100. 0% 717, 630 △ 51, 993

※内訳欄は、正味財産増減計算書の主な科目を記載し、少額な科目については「その他」に一括して計上しています。

【特定資産受取利息】	 3, 572千円	 3, 522千円増
・資金運用による利息の増
　　　　　　　　　　50千円　→　　3, 572千円

【受取会費】	 460, 000千円	 29, 900千円減
・目標会員数の減　42, 600名　→　　 40, 000名　　2, 600名減

【受講料等収益】	 64, 831千円	 34, 337千円減
・認定看護管理者教育課程　　　　　　　　　　33, 467千円減
　　開催回数、受講者数の減　
　　　　　　　　 6 回 420名　→　  3 回 145名
・学会参加見込人数減　オンデマンド中止　　　　 995千円減
　　　　　　　　　 1, 000名　→　　　　700名

【会館利用料収益】	 2, 392千円	 2, 320千円増
・北海道専任教員養成講習会への会場貸出
　　　　　　　　　　72千円　→　2, 377千円増

◎収益のポイント（前年度予算との増減の主なもの）特定資産受取利息 
0.5%

その他
1.5%

受講料
等収益
9.7%

会館利用料
収益
0.4%

日看協助成金
2.6% 受託事業収益 

16.2%

受取会費
69.1%



― 36 ―

⑵　経常費用� （単位：千円）
区　分 内　訳 主な事業内容 当年度予算額 構成比 前年度予算額 増　減
公　益 質 向 上 研修、学会、医療安全、保・助・看の活動、図書室 87, 790 12. 1% 112, 049 △ 24, 259

確保定着 ナースセンター・労働環境改善等 99, 097 13. 7% 90, 180 8, 917
健康福祉 在宅ケア推進、災害看護、健康づくり、広報活動 14, 750 2. 0% 12, 885 1, 865
支部事業 支部における事業 75, 651 10. 4% 77, 740 △ 2, 089
公益共通 人件費・維持費・経費 278, 218 38. 4% 271, 764 6, 454

小　　計 555, 506 76. 6% 564, 618 △ 9, 112
収益等 会 員 加入促進、会員に対する福利厚生等 22, 250 3. 1% 22, 718 △ 468
法　人 管 理 本会を運営するために必要な事業 146, 755 20. 3% 156, 219 △ 9, 464

費用合計 724, 511 100. 0% 743, 555 △ 19, 044

【質向上】	 87, 790千円	 24, 259千円減
・研修会開催回数減による講師謝金・旅費等の減
	 　　　　　　　29, 756千円　→　12, 604千円　17, 152千円減
・本部･支部教育委員向け研修のオンデマンド＋オンラインへ
の変更による旅費交通費、開催日数減による講師謝金の減
　　　　　　　　 1, 916千円　→　　 246千円　 1, 670千円減
・北海道看護研究学会開催費用の減
　　　　　　　　 4, 974千円　→　 2, 877千円 　2, 097千円減	
　抄録･参加証等紙媒体廃止による印刷製本費･通信運搬費の減
　　　　　　　　 1, 392千円　→　　 316千円　 1, 076千円減
　　会場設営費、オンデマンド配信費等の減による委託費の減
　　　　　　　　 3, 656千円　→　 2, 392千円　 1, 264千円減

【確保定着】	 99, 097千円	 8, 917千円増
・	ナースセンター事業
　　�臨時職員の職員への変更及び配賦変更による給与手当の
増、賃金の減

　　　給与手当　24, 352千円　→　33, 685千円　 9, 333千円増
　　　賃金　　　12, 937千円　→　12, 301千円　　 636千円減
　　本所からナースバンク支所への出張増による旅費交通費の増		
　　　　　　　 2, 082千円　→　 2, 347千円　　 265千円増
・	地域応援看護師確保事業
　　臨時職員の職員への変更による給与手当の増、賃金の減
　　　給与手当　　　　 0円　→　 4, 165千円　 4, 165千円増
　　　賃金　　　 3, 776千円　→　　　　 0円　 3, 776千円減

◎費用のポイント（前年度予算との増減の主なもの）
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3.1%

管理
20.3%

【受託事業収益】	 107, 509千円	 4, 417千円増
・日本看護協会委託事業「地域の実情に応じた看護職確保推進事業」
　　　　　　　　 600千円　→　　 1, 000千円　　 400千円増
・ナースセンター委託事業　　　　　　　　　　 3, 729千円増
　　　　　　　68, 289千円　→　72, 018千円増
【その他】	 9, 788千円	 1, 140千円増
・交流会参加料予算計上による増
　　災害支援ナース交流会( 2回)
　　　　　　　　　　 0円　→　　　 240千円　　 240千円増
・受取利息の増
　　金利上昇による利息増
　　　　　　　　　30千円　→　　　 850千円　　 820千円増
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　　報告書未作成による印刷製本費の減
　　　　　　　　　 247千円　→　　　 80千円　　167千円減
・	看護職需給状況調査電子化による印刷製本費の減
　　　　　　　　　 469千円　→　　　140千円　　329千円減	
	 	

【健康福祉】	 14, 750千円	 1, 865千円増
・	個人会員増に伴う協会ニュース発送料(通信運搬費)の増
　　　　　　　　　 5, 200通　→　　　8, 700通
　　　　　　　　 2, 168千円　→　　3, 101千円　　933千円増
・	イベント用消耗品費の増(子供サイズユニフォーム、のぼり、
椅子カバー作成購入)
　　　　　　　　　　93千円　→　　　383千円　　290千円増
・	災害支援ナース交流会への委員参加による委員謝金の増
　　　　　　　　　 584千円　→　　　779千円　　195千円増
・	ホームページ定期更新･保守管理料値上げによる委託料の増
　　　　　　　　 1, 320千円　→　　1, 914千円　　594千円増

【支部事業】	 75, 651千円	 2, 089千円減
・	会員数減に伴う支部交付金見合いの支部事業費減
　　　　　　　　77, 740千円　→　 75, 651千円　2, 089千円減

【公益共通】	 278, 218千円	 6, 454千円増
・人事異動による給与手当の増
　　　　　　　　96, 876千円　→　104, 383千円　7, 507千円増
・人事異動による法定福利費の増
　　　　　　　　17, 716千円　→　 18, 914千円　1, 198千円増
・人事異動による通勤手当の増
　　　　　　　　 2, 653千円　→　  3, 013千円    360千円増
・人事異動による退職給付引当費用の増
                 5, 440千円　→　  6, 089千円    649千円増
・支部役員等外部会議参加等の減による旅費交通費の減
                 1, 904千円　→　  1, 673千円    231千円減
・新会員システム用クラウドサービス利用料の増等による通信
運搬費の増
                 3, 815千円　→　  3, 939千円    124千円増
・自動火災報告設備の受信機予備電池、放送設備予備電池交換
による消耗什器備品費の増
                       0 円　→　    202千円    202千円増
・封筒作成減による消耗品費の減
                 3, 171千円　→　  2, 568千円    603千円減
・空調機器、発電装置部品交換等による修繕費の増
                 5, 973千円　→　  6, 188千円    215千円増
・協会概要説明資料等印刷増による印刷製本費の増
                 4, 724千円　→　  5, 237千円    513千円増
・自家発電装置燃料重油の入れ替えによる増、高圧電気料使用
料減による光熱水料費の減
                12, 777千円　→　 10, 851千円  1, 926千円減
・各研修室等映像機器類の再リースによる減、図書室PC台数
減による等各リース料減に伴う賃借料の減
                10, 518千円　→　  8, 106千円  2, 412千円減
・庭園草刈作業等委託先変更による減、土日祝日開催研修時の
人的警備委託費の増
                22, 272千円　→　 22, 751千円    479千円増
・研修用ネットワーク接続機器等再リースに伴う初期設定費用
による保守料の増
                 3, 791千円　→　  4, 126千円    335千円増
・自家発電装置燃料重油の入れ替えに伴う作業費等にかかる雑
費の増
                   220千円　→　    558千円    338千円増
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2 　資金調達及び設備投資の見込み(正味財産予算書に計上されない経常支出)
　2026年度は次の資産の取得を予定しています。

・会員管理システム改修（NuPS対応）	 1, 100, 000円

【会員】	 22, 250千円	 468千円減
・協会パンフレット未作成による印刷製本費の減
　　　　　　　　　 900千円　→　       0 円     900千円減
・ファイターズシーズンシート値上げによる福利厚生費の増
                   990千円　→　 1, 130千円     140千円増
・協会ニュースへのチラシ折り込み数の増による委託費の増
                    50千円　→　   170千円     120千円増

【管理】	 146, 755千円	 9, 464千円減
・人事異動による給与手当の減
　　　　　　　　61, 863千円　→　55, 149千円　 6, 714千円減
・人事異動による法定福利費の減
                12, 884千円　→　11, 574千円   1, 310千円減
・人事異動による通勤手当の減
                 1, 715千円　→　 1, 567千円     148千円減
・人事異動による退職給付引当費用の減
                 2, 351千円　→　 1, 741千円     610千円減
・日本看護管理学会学術集会･企画委員出席者増による旅費交
通費の増
                 7, 552千円　→　 7, 698千円     146千円増
・自動火災報告設備の受信機予備電池、放送設備予備電池交換
等による消耗什器備品費の増
                   350千円　→　   194千円     156千円減
・防災用品購入、封筒作成数減による消耗品費の減
                 1, 434千円　→　 1, 111千円     323千円減
・自家発電装置燃料重油の入れ替えによる増、高圧電気料使用
料減による光熱水料費の減
                 3, 124千円　→　 2, 671千円     453千円減
・事務局PCリース台数減、事務室･印刷室複合機リース再リー
スによる賃借料の減
                 1, 797千円　→　 1, 373千円     424千円減
・庭園草刈作業等委託先変更、新会計基準導入システム改修等
予備費減による委託費の減
                 7, 633千円  →   6, 198千円   1, 435千円減
・文書廃棄処理料、PrimeDrive月額費用値下げによる減、受
講者用駐車場測量費用計上による支払手数料の増
                 6, 469千円  →   8, 254千円   1, 785千円増
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3 　公益社団法人の要件となる財務三基準
　当協会は、公益法人として「中期的収支均衡(収支相償)」･「公益目的事業比率」･「使途不特定財
産(遊休財産)の保有制限｣ の財務三基準を満たすことが要求されます。

⑴　中期的収支均衡：公益目的事業に係る収入が費用を超えないこと
収益　423, 750, 000円　　＜　　費用　555, 506, 000円

⑵　公益目的事業比率：公益目的事業費用は、総費用の50％以上でなければならないこと
公益目的事業費用

⇒
555, 506, 000円

＝ 76. 6%
総費用 724, 511, 000円

⑶　使途不特定財産額の保有制限：使途不特定財産額が保有上限額を超えないこと
　使途不特定財産の保有上限額は、過去 5年間の公益目的事業費用の平均額と同額の539, 979, 606円
となります。
　本会の使途不特定財産は、主に決算時の収支差額と前年度の繰越金ですが、本予算に沿った執行で
あれば、決算時に大きな増加は見込まれないため、この保有上限額を超えません。
� ※使途不特定財産額：法人の純資産のうち使途の定まらないものの額

●事業区分別収益及び費用(2026年度予算)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

区　　　分 収　　　益 費　　　用
公益目的事業会計 423, 750, 000 555, 506, 000
収 益 事 業 等 会 計 6, 035, 000 22, 250, 000
法 人 会 計 235, 852, 000 146, 755, 000

合　　計 665, 637, 000 724, 511, 000

●公益目的事業費用
　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

年　　　度 金　　　額
2020 493, 764, 003
2021 596, 419, 573
2022 554, 860, 027
2023 530, 477, 610
2024 524, 376, 816

平　　均 539, 979, 606




